
生命倫理専門調査会
ヒト受精胚にゲノム編集技術等を用いる基礎的研究に係る検討

余剰胚
研究用

新規作成胚
備考

生殖補助医療研究

第一次報告で容認
（ゲノム編集技術等を用いな
い場合での利用について確
認→基礎的研究に限り条件
を付して容認してはどうか）

基礎的研究に限り
条件を付して

容認してはどうか

難病等遺伝性（先天性）疾患
研究

基礎的研究に限り
条件を付して

容認してはどうか

基礎的研究に限り
条件を付して

容認してはどうか

「基本的考え
方」の見直し

必要

疾患（がん
等）研究

遺伝（先天）性の
要因が強い疾患
（小児がん等）

基礎的研究に限り
条件を付して

容認してはどうか

基礎的研究に限り
条件を付して

容認してはどうか

「基本的考え
方」の見直し

必要

加齢、生活習慣、
環境影響等による
要因が強い疾患

継続して
検討してはどうか

継続して
検討してはどうか

第111回生命倫理専門調査会・第10回タスク・フォース
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